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1. はじめに

昨今， 農業現場への情報機器の利用が進んできている。 他産業においては M2M(Machine to 

Machine)や IoT(Internet of Things: モノ のインターネッ ト )と いった端末自体が通信機能を有す

る技術を使って，情報収集の効率化や管理コスト の低減を図る取り 組みが行われている。農業

分野においては研究目的や施設園芸では古く から環境計測や制御にセンサーやマイコンが使

われてきていた。一方で近年，農業人口の減少による管理負担の増加しつつあるこ と から ，農

業現場で IoT 機器を利用する機運が高まり つつある。

これまで， IoT の基礎技術である通信， 電子， 電気に関する教育は大学においては主に工学

部で行われてきた。電子回路の設計や作製，プログラ ミ ングは専門的な知識や高額な機器が必

要だったこ と から ，専門家もし く はアマチュアでもかなり のエンスージアスト しか行う こ と が

できなかった。近年，インターネッ ト の発展により 情報の共有が容易になったこ と や Python の

よう に無料で簡単かつ高機能なプログラ ミ ング開発環境が誰でも手に入るよう になったこ と ，

Arduino や Raspberry Pi のよう に安価な SBC（ Single Board Computer: シングルボート コンピュ

ータ ） が購入可能になったこ と から ， 工学部以外でも教育を行える可能性が出てきた。

大江 et al., (2017)は， IoT プロト タイプの構築を通した教育法を提案した。

本報告では，東京大学農学部において学部 3 年生を対象と して開講している「 農業 IoT 概論」

について紹介する。

２ ． 東京大学農学部における IoT 教育

東京大学農学部生物・ 環境工学専修では４ 年前か

ら ３ 年次の学生を対象と してを「 農業 IoT 概論」 を

開講している。 これは， 農業現場において， IoT を

始めと し た情報利用型機器の利用が進んで来てい

るこ と を鑑み，農学部の学生に未来の農村の姿を想

像してもら う と と もに，基本的な電子機器の取り 扱

いに慣れてもら う こ と を目標と している。学生評価

は， IoT をいかに農業の現場に活用できるかと いう

課題に取り 組みその発表内容によって行っている。

筆者の溝口と 海津が講義を担当している。全１ ３

回の授業計画を表１ に示す。溝口が座学，海津が実

表1 授業計画

1)なぜ農業IoT なのか： 溝口

2)農業IoT の基礎知識： 溝口

3)IoTシステムの構築： 海津

4)気象・ 土壌センサの基礎： 溝口

5) フィ ールド における農業IoT設置： 溝口

6) 震災被災農地における農業IoTの応用： 溝口

7) プロト タイプの作成： 海津

8) Webプログラ ミ ング１ ： 海津

9) Webプログラ ミ ング２ ： 海津

10) オリ ジナルシステムの構築： 海津

11) 自由： 溝口／海津

12) 自由： 溝口／海津

13) 発表会
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習を担当している。実習では，大江 et al., (2017)の教

育プログラムを元に簡略したも のを作成して行って

いる。 SBC と して， 2018,19 は Arduino Uno， 2019,20

は ESP32 を使用している。ブレッ ド ボート を用いて，

LED や温湿度センサーを接続し，Arduino の標準開発

環境である， Arduino IDE を用いてプログラ ミ ングを行う 。 センサーによって取得したデータ

を WiFi ルーターを経由して， IoT プロト タイプのための Ambient と いう ク ラ ウド サービスに

送り ， PC やスマホで確認やグラフ表示， データログなどを行う こ と を実習の目的と している

(下島, 2019)。 図１ にプロ ト タイプシステムの概要を示す。 通常は， 教室に集まって各自の PC

で作業を行う が， 2020 年度については，各自の自宅に一式を送付して，オンラインで実習を行

った。オンラインの課題と しては，ト ラブルが複数人に起こった時に対処が難しいこ と やカメ

ラの解像度が低いこ と で，細かい部分がわかり にく いと いったこ と が挙げられる。一方でプロ

グラムの開発画面を共有するこ と で， ミ スの指導がしやすいと いう 利点があった。

３ . 自由課題

講義の最後には，３ 回分の時間をと って，情報技術を農業に活用する新しいアイディ アを考

えて最終日に発表させると いう 形式をと っている。これは時間の制約上，アイディ アの提示の

みである。２ ０ ２ ０ 年度は，グループで作業を行った。4 グループのアイディ アのタイ ト ルは，

「 土中成分の把握と 施肥・ 追肥の IoT」「 あひる（ ロボッ ト ） で（ ジャンボ） タニシを撲滅！」

「 ド ローン＆AI 画像解析による穂肥適期の診断」「 自動お知らせ罠」 と いう ものだった。 テー

マの中にはすぐにでも研究テーマと して取り 組めそう なものもあった。

さ らに， 履修者のう ちの有志 2 名の岩瀬と 餌取が， 農業農村工学会情報研究部会で，「 カン

ト リ ーエレベーター（ CE） での混雑回避における情報利用」 と いう テーマで発表を行った。こ

れは，スマート フォンやビーコンなどの情報機器を利用して，カント リ ーエレベータの最適な

運用を行う と いう ものである。

4. 終わり に

工学が専門でない学生を対象と して， IoT 教育を行ってきた。 印象と しては， 学生の意欲が

高く ， 授業の評価も高いと 感じられる。 一方で， IoT は商業的な利用法をして初めてメ リ ッ ト

があるため， 教育用の環境はまだ改善の余地が十分あると 思われる。
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図1 IoTプロト タイプのシステム構成
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